
　

「
鑑
往
知
来
」
と
は
、
中

国
の
古
書
『
列
子
』
に
あ
る

「
過
去
の
こ
と
を
し
っ
か
り

参
考
に
し
、
将
来
を
展
望
し

て
見
通
し
を
立
て
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、私
な
り
に
考
え
て
み
た
。

　

２
０
１
３
年
に
大
分
大
学

医
学
部
の
内
分
泌
代
謝
・
膠

原
病
・
腎
臓
内
科
学
講
座
に

着
任
し
て
８
年
が
経
過
す

る
。
福
澤
諭
吉
の
生
家
は
大

分
県
中
津
市
に
あ
り
、
ご
縁

を
感
じ
て
い
る
。
大
分
大
学

医
学
部
は
由
布
市
に
あ
り
、

温
泉
で
有
名
な
湯
布
院
と
大

分
市
の
中
程
の
丘
の
上
に
あ

る
。

　

２
０
１
９
年
末
か
ら
世
界

中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
が

蔓
延
し
て
い
る
。
人
々
は
、

連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
す
る
か
否
か
だ
け
に
全
神

経
を
集
中
し
て
い
る
。
私
た

ち
が
扱
う
肥
満
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
は
人
か
ら
人
へ

感
染
し
な
い
「
非
感
染
性
疾

患
（
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
）」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
人
々
の
生
活
習
慣
は
大
き

く
乱
れ
、
体
重
が
増
え
、
血

圧
や
血
糖
値
が
高
く
な
る
人

が
多
い
。
そ
し
て
、
肥
満
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
が
あ

る
人
は
、
な
い
人
と
比
べ
て

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
重
症
化

や
死
亡
率
が
有
意
に
高
い
。

一
方
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
に

罹
患
し
た
日
本
人
の
約
94
％

が
回
復
し
、
世
界
全
体
で
は

66
％
な
の
で
、
日
本
人
の
Ｎ

Ｃ
Ｄ
ｓ
の
管
理
状
況
が
良
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
今
こ
そ

肥
満
や
高
血
圧
の
治
療
を
し

っ
か
り
と
継
続
す
べ
き
時
と

思
う
。
現
在
、
大
分
大
学
、

大
分
県
医
師
会
、
大
分
県
の

３
者
が
連
携
締
結
を
行
っ

て
、「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
専
門
外
来
」
を
立
ち

上
げ
、
専
門
医
が
少
な
い
県

内
の
か
か
り
つ
け
医
と
連
携

し
、
糖
尿
病
専
門
医
、
腎
臓

専
門
医
、
看
護
師
、
管
理
栄

養
士
な
ど
の
多
職
種
協
働
で

一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
に
向

き
合
っ
て
い
る
。

　

教
授
室
の
窓
か
ら
由
布
岳

が
見
え
る
。
朝
早
い
時
間
に

は
朝
日
を
浴
び
た
力
強
い

姿
、
日
没
前
に
は
夕
日
の
中

で
疲
れ
を
癒
や
す
シ
ル
エ
ッ

ト
、
雨
上
が
り
に
は
山
の
中

腹
に
雲
が
た
ち
こ
め
て
幻
想

的
な
景
色
が
見
え
る
。
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
で
き

る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
新

し
い
時
代
へ
着
実
に
歩
ん
で

い
き
た
い
。

（
大
分
大
学
医
学
部
内
分
泌

代
謝
・
膠
原
病
・
腎
臓
内
科
学

講
座　

柴
田
洋
孝　

67
回
）
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公
的
資
金
を
獲
得
し
、躍
進
を
続
け
る

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
協
議
会
の
若
手
企
業

ハ
イ
テ
ク
医
療
複
合
施
設（
ハ
ノ
イ
）

の
設
立
開
始

小
松
本
悟（
54
回
）Ｃ
Ｅ
Ｏ
、

淺
村
尚
生（
62
回
）院
長
に
就
任
予
定

第
2
回
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー
Jr.
開
催

深
川 

和
己（
眼
68
回
）

〜
一
貫
高
校
生
の
た
め
に
医
療
系
学
部
大
学
生
が

　

企
画
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
〜

三
四
会
赤
倉
担
当
理
事

「
デ
ー
タ
×
Ａ
Ｉ
時
代
を
考
え
る
」

第
１
２
３
回
生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー

陣
崎 

雅
弘（
66
回
）

第
２
回
Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
を
終
え
て

玉
井　

瑛（
６
年
）

【
学
生
よ
り
】

令和３年度 入学式
　

令
和
３
年
４
月
１
日
に
慶

應
義
塾
大
学
入
学
式
が
日
吉

記
念
館
に
て
行
わ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

厳
し
い
感
染
状
況
が
続
い
て

い
た
が
、
式
典
へ
の
参
加
者

を
制
限
し
、
初
の
試
み
で
あ

るYouTube

で
の
生
配
信
も

併
せ
て
行
わ
れ
た
。
入
学
式

は
午
前
の
部
と
午
後
の
部
の

２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
午
前

の
部
に
は
法
学
部
、
商
学

部
、
理
工
学
部
、
別
科
日
本

語
研
修
過
程
が
参
加
し
、
午

後
の
部
に
は
、
文
学
部
、
経

済
学
部
、
医
学
部
、
総
合
政

策
学
部
、
環
境
情
報
学
部
、

看
護
医
療
学
部
、
薬
学
部
が

参
加
し
た
。

　

開
式
の
の
ち
、
青
山
藤
詞

郎
常
任
理
事
か
ら
学
事
報
告

が
行
わ
れ
、
各
学
部
の
入
学

者
数
が
発
表
さ
れ
た
。
本
年

度
の
入
学
者
数
は
６
４
６
２

名
、
医
学
部
１
１
０
名
、
看

た
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
の
伝

統
で
あ
る
独
立
自
尊
や
実
学

の
理
念
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
、
主
体
的
に
考
え
自
ら
動

く
こ
と
、
学
問
を
使
っ
て
問

題
解
決
を
す
る
こ
と
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
。
独
立
自
尊
は

決
し
て
独
り
よ
が
り
の
概
念

で
は
な
く
、
特
に
非
常
事
態

に
あ
る
当
今
は
自
分
に
も
周

囲
に
も
優
し
く
あ
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ

た
。
最
後
に
、
新
た
に
社
中

の
一
員
と
な
っ
た
新
入
生
た

ち
へ
、
自
覚
を
持
ち
勉
学
に

励
む
よ
う
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ

た
。

　

式
辞
に
引
き
続
き
、
長
谷

山
塾
長
に
よ
っ
て
壇
上
者
の

紹
介
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
総

合
政
策
学
部
の
桑
原
武
夫
教

授
よ
り
教
職
員
代
表
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
厳
し

い
状
況
の
中
、
大
学
進
学
を

乗
り
越
え
た
新
入
生
へ
の
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
加

護
医
療
学
部
１
０
２
名
、
薬

学
部
２
１
８
名
で
あ
り
、
慶

應
義
塾
大
学
全
体
と
し
て
も

医
療
系
学
部
と
し
て
も
昨
年

度
の
入
学
者
数
か
ら
大
き
な

変
化
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。

　

続
い
て
、
長
谷
山
彰
塾
長

に
よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
入
学
へ
の
お
祝
い
の
言

葉
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
絡
め
た

義
塾
の
歴
史
が
説
明
さ
れ

医
学
部
１
１
０
名
が
入
学

医学部は午後の部にて開催

新入生代表となった医学部の坂本龍之介君

THハイテク医療複合施設のパース図

左から中島大輔君、八木洋君、堅田侑作君

晴天に恵まれた日吉記念館

　

令
和
３
年
２
月
27
日
に
第

１
２
３
回
生
涯
教
育
研
修
セ

ミ
ナ
ー
が
、
前
回
に
続
き
完

全
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
『
デ

ー
タ
×
Ａ
Ｉ
時
代
を
考
え

る
』
に
致
し
ま
し
た
。
現

在
、
当
院
で
も
バ
イ
オ
バ
ン

ク
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
デ
ー
タ
が
蓄
積

し
、
そ
の
Ａ
Ｉ
解
析
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
ど

の
よ
う
な
医
療
が
可
能
に
な

る
か
を
概
観
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
演
題
は
、
本
学
精

神
・
神
経
科
学
専
任
講
師
の

岸
本
泰
士
郎
先
生
か
ら
、「
Ａ

Ｉ
は
こ
こ
ろ
の
病
を
診
る
こ

と
が
で
き
る
か
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。
精
神
疾
患
は
、
病
態
・

病
状
を
反
映
す
る
よ
い
バ
イ

オ
マ
ー
カ
ー
が
存
在
し
な
い

の
で
、
定
量
的
指
標
を
目
指

し
て
、話
す
速
さ
、体
動
、
睡

眠
、
活
動
量
、皮
膚
温
、心
拍

な
ど
を
Ａ
Ｉ
解
析
す
る
と
、

こ
れ
ら
が
う
つ
病
の
重
症
度

と
相
関
す
る
こ
と
、
声
の
ト

ー
ン
や
話
し
言
葉
の
内
容
を

解
析
す
る
と
、
認
知
症
を
発

病
前
に
検
出
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
お
示
し
頂
き
ま

し
た
。
Ａ
Ｉ
の
高
い
可
能
性

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
講
演

で
し
た
が
、
ど
の
手
法
も
多

く
の
課
題
が
あ
る
と
い
う
実

情
も
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

定
量
化
は
パ
タ
ー
ン
認
識
を

し
て
い
る
だ
け
で
、
本
当
に

患
者
の
心
を
理
解
す
る
こ
と

と
は
別
で
あ
る
と
い
う
コ
メ

ン
ト
も
印
象
的
で
し
た
。

　

２
演
題
目
は
、
エ
ー
ザ
イ

株
式
会
社
執
行
役
チ
ー
フ
デ

ジ
タ
ル
オ
フ
ィ
サ
ー
の
内
藤

景
介
様
に
「
認
知
症
エ
コ
シ

ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
内
臓
、筋

・
骨
格
に
注
目
し
た
健
診
は

あ
り
ま
す
が
、
脳
機
能
に
対

す
る
健
診
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。エ
ー
ザ
イ
は
、記
憶

力
・
思
考
力
・
判
断
力
と
い
っ

た
ブ
レ
イ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
脳
の
健
康
度
と
し
て
日

常
生
活
に
お
い
て
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
こ
と
を
提
唱
し
、

ア
プ
リ
を
提
供
し
て
い
る
こ

と
、自
動
診
療
録
作
成
、医
療

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
な
ど
に

も
取
り
組
み
、
医
療
と
日
常

生
活
を
統
合
的
に
見
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
お
話

し
頂
き
ま
し
た
。
診
断
と
予

防
を
一
体
化
さ
せ
て
い
く
仕

組
み
な
ど
を
通
し
て
、
未
来

医
療
に
総
合
的
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
よ

く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
演
題
目
は
、
岩
手
医
科

大
学
医
歯
薬
総
合
研
究
所
生

体
情
報
解
析
部
門
教
授
で
、

い
わ
て
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・

メ
ガ
バ
ン
ク
の
ゲ
ノ
ム
解
析

も
担
わ
れ
て
い
る
清
水
厚
志

先
生
に
「
ゲ
ノ
ム
・
オ
ミ
ッ

ク
ス
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
疾

患
発
症
リ
ス
ク
算
出
と
個
別

化
予
防
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

個
別
化
医
療
を
目
指
し
た
個

人
ゲ
ノ
ム
計
画
は
、
ゲ
ノ
ム

ワ
イ
ド
関
連
解
析
（
Ｇ
Ｗ
Ａ

Ｓ
）
に
大
い
に
期
待
が
も
た

れ
、
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｓ
に
て
多
数
の

疾
患
感
受
性
が
同
定
さ
れ
る

よ
う
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
表
現
型
へ
の

寄
与
率
は
限
定
的
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
測
定
し
た
全
て
の

多
型
を
解
析
に
使
う

polygenic model

で
日
本
人

の
遺
伝
的
リ
ス
ク
に
基
づ
く

発
症
予
測
モ
デ
ル
を
作
っ
た

と
こ
ろ
、
高
精
度
な
予
測
が

可
能
に
な
っ
て
き
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
ゲ
ノ
ム
解
析
の

可
能
性
と
課
題
が
よ
く
分
か

り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
本
学
医
療
政
策
・

管
理
学
の
宮
田
裕
章
教
授
よ

り
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
先

に
あ
る
新
し
い
社
会
と
ヘ
ル

ス
ケ
ア
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
宮

田
先
生
は
御
存
知
の
よ
う

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
‐
19
感
染
予
測
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
デ

ー
タ
と
Ａ
Ｉ
の
進
化
に
よ

り
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福

を
実
現
す
る
時
代
か
ら
、
一

人
ひ
と
り
の
価
値
に
対
応
し

た
最
大
“
多
様
”
の
最
大
幸

福
を
目
指
す
時
代
に
な
っ
て

い
る
。
病
院
だ
け
で
は
な
く

ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
含
め
た
生
活

全
て
を
カ
バ
ー
し
、
他
病
院

と
連
携
し
多
く
の
患
者
の
デ

ー
タ
を
収
集
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
が
今
後
は
生
き
残

る
。
企
業
も
デ
ー
タ
を
奪
い

合
う
の
で
は
な
く
シ
ェ
ア
し

な
が
ら
新
し
い
価
値
を
共
に

作
り
、
信
頼
を
通
し
て
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
俯
瞰
し
た
お

話
で
し
た
。

　

今
回
、
演
者
の
選
定
を
始

め
入
念
に
準
備
を
致
し
ま
し

た
が
、
参
加
者
は
想
定
以
上

の
２
５
０
名
超
と
な
り
、
大

変
多
く
の
方
々
に
聴
い
て
頂

け
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
開
催
に
あ
た
り
ご

協
力
、
ご
支
援
頂
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

放
射
線
科
学
教
室（
診
断
）

左上：岸本泰士郎先生、右上：内藤景介氏、
左下：清水厚志先生、右下：宮田裕章先生　

　

２
０
１
９
年
に
２
年
続
け

て
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｋ
Ａ
Ａ
）
の
学
生
委
員
を

し
て
く
れ
た
吉
田
輝
々
君

（
薬
学
部
20
卒
）
か
ら
提
案

が
あ
っ
た
。
Ｋ
Ａ
Ａ
が
と
て

も
良
い
体
験
だ
っ
た
の
で
、

次
は
私
た
ち
が
高
校
生
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ

る
企
画
し
た
い
と
い
う
の

だ
。
僕
は
感
動
し
た
。
Ｋ
Ａ

Ａ
Jr.
と
命
名
し
一
緒
に
企
画

を
考
え
始
め
た
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
‐
19
感
染
拡
大
に
よ

り
、
２
０
２
０
年
は
大
学
生

や
社
会
人
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
高
校
生
に
届
け
る
企

画
に
な
り
、
本
年
も
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
主
宰
し
た
Ｋ
Ａ

Ａ
の
学
生
委
員
た
ち
の
豊
富

な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
バ
イ
タ
リ

　

ベ
ト
ナ
ム
の
財
閥
Ｔ
Ｈ
グ

ル
ー
プ
は
、
ハ
ノ
イ
市
郊
外

に
ハ
イ
テ
ク
医
療
複
合
施
設

の
建
設
を
開
始
し
た
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
50
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
敷
地
に
、
高
度
医
療

を
提
供
す
る
国
際
総
合
病

院
、
健
診
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ

ビ
リ
看
護
セ
ン
タ
ー
、
臨
床

研
究
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
、

介
護
施
設
、
ホ
テ
ル
よ
り
な

る
複
合
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の

造
成
で
あ
る
。
国
際
総
合
病

院
は
第
一
期
（
２
０
２
３
年

９
月
）
に
３
０
０
床
、
そ
の

後
、
順
次
拡
張
し
、
第
二
期

（
２
０
２
５
年
秋
）
に
１
０

０
０
床
と
な
る
予
定
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
医
療
複
合
施

設
は
、
最
先
端
技
術
に
加

え
、
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ

な
ど
第
４
次
産
業
革
命
に
基

づ
い
た
未
来
医
療
モ
デ
ル
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

の
複
合
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
の
富
裕
層
向
け
に
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

Ｔ
Ｈ
グ
ル
ー
プ
創
始
者
で
あ

る
タ
イ
ホ
ン
会
長
は
、
地
域

社
会
に
お
け
る
健
康
開
発
へ

の
投
資
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム

国
が
国
際
社
会
へ
仲
間
入
り

す
る
こ
と
に
な
り
、
同
国
の

国
際
的
地
位
向
上
に
貢
献
す

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

な
お
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
ハ
ノ
イ
国
際
空
港
（
ノ

イ
・
バ
イ
空
港
）
の
近
く
に

建
設
中
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
都
市
開
発
の
一
環
と

し
て
、
優
先
的
に
投
資
開
発

し
て
い
く
こ
と
が
ベ
ト
ナ
ム

政
府
よ
り
既
に
承
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
設
計
は
日

建
設
計
が
担
当
し
、
清
水
建

設
が
施
設
建
設
を
開
始
し

た
。
Ｔ
Ｈ
グ
ル
ー
プ
は
２
０

１
９
年
10
月
18
日
に
起
工
式

を
行
っ
た
。
グ
エ
ン
主
席
以

下
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
要
人
が

出
席
し
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
も

ハ
ノ
イ
市
と
共
同
し
て
積
極

的
に
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。
ハ
ノ
イ
医
科
大
学
と

の
連
携
を
締
結
し
、
ま
た
医

学
生
に
対
し
て
奨
学
制
度
を

既
に
開
始
し
て
い
る
。
同
時

に
Ｔ
Ｈ
グ
ル
ー
プ
は
慶
應
義

塾
大
学
と
協
力
合
意
書
を
交

わ
し
た
。
今
後
、
管
理
運
営

で
の
協
力
、
人
事
交
流
な
ど

を
行
っ
て
い
く
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
近
い
将
来
、
Ｔ
Ｈ

医
科
大
学
の
設
立
計
画
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。
慶
應
社
中
の

先
生
に
本
事
業
に
興
味
を
持

　

２
０
２
１
年
３
月
20
日

（
土
）
に
慶
應
義
塾
一
貫
校

高
校
生
と
現
役
医
療
系
大
学

生
及
び
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
交
流
会

『
Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
』
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
企

画
は
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で

「
リ
ア
ル
な
声
」
を
届
け
る

こ
と
で
、
学
部
選
択
に
臨
む

高
校
生
の
一
助
に
な
り
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。 

合
計
65
名
か
ら
申

し
込
み
が
あ
り
、
大
学
生
12

名
・
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
９
名
の
ご
協

力
の
も
と
大
盛
況
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
職
場
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
け
た
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
の
生
徒

の
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
り

な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が

プ
ラ
ス
に
働
い
た
面
も
大
き

　

日
本
の
財
政
悪
化
の
主
因

で
あ
る
社
会
保
障
費
の
増
加

は
、高
齢
化
に
加
え
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
で
さ
ら
な
る
加
速
を
続

け
て
い
る
。
国
民
皆
保
険
制

度
の
上
に
成
り
立
つ
医
療
に

従
事
す
る
我
々
と
し
て
は
無

視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
深

刻
な
課
題
で
あ
る
が
、
海
外

の
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
シ

ェ
ア
を
奪
わ
れ
る
新
薬
・
新

医
療
機
器
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
。医
薬
品
・
医
療
機
器

の
貿
易
赤
字
は
年
間
３
兆
円

を
突
破
し
て
お
り
、
次
世
代

の
経
済
成
長
を
担
う
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
企
業
の
創
出
が
大

学
の
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
今
回
多
く
の

公
的
資
金
を
獲
得
し
躍
進
を

続
け
る
、
我
が
国
の
次
世
代

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う

ベ
ン
チ
ャ
ー
協
議
会
の
若
手

企
業
3
社
を
ご
紹
介
さ
せ
て

え
て
、
大
学
生
活
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
し
て
自
分
自
身
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

す
こ
と
に
つ
い
て
語
ら
れ

た
。
義
塾
は
創
立
時
か
ら
革

新
に
よ
り
継
続
し
て
き
た
学

塾
で
あ
る
た
め
、
新
入
生
に

も
是
非
自
分
な
り
の
物
事
の

組
み
合
わ
せ
方
を
発
見
し
、

学
生
の
う
ち
に
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
経
験
し
て
欲
し
い
と

繰
り
返
し
伝
え
ら
れ
た
。

　

続
い
て
新
入
生
代
表
の
医

学
部　

坂
本
龍
之
介
君
よ
り

入
学
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

入
学
の
喜
び
を
述
べ
た
後
、

学
生
の
本
分
に
加
え
、
人
間

と
し
て
の
総
合
力
を
高
め
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
自
身

の
考
え
を
述
べ
た
。
人
間
の

総
合
力
は
人
と
人
と
の
交
流

に
よ
り
培
わ
れ
る
と
い
う
福

澤
先
生
の
教
え
に
従
い
、
塾

生
同
士
で
お
互
い
を
高
め
合

っ
て
い
く
べ
き
だ
と
宣
言
し

た
。
そ
し
て
、
感
染
症
蔓
延

が
続
く
中
、
式
典
の
開
催
に

際
し
関
係
者
に
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
卒
後
50
年
記
念

１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）

１
１
２
年
三
田
会
寄
付
目
録

贈
呈
と
し
て
代
表
の
鹿
内
德

行
さ
ん
か
ら
挨
拶
の
お
話
を

頂
い
た
。
新
入
生
に
対
し
、

っ
て
戴
き
、
こ
の
一
大
事
業

へ
の
参
画
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
小
松
本
悟
は
タ
イ

ホ
ン
会
長
か
ら
の
招
聘
を
受

け
て
、
２
０
２
１
年
10
月
よ

り
Ｔ
Ｈ
ハ
イ
テ
ク
医
療
複
合

施
設
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
外
科

学
（
呼
吸
器
）
教
授　

淺
村

尚
生
先
生
は
、
現
在
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、
２
年
後
に
Ｔ
Ｈ
国
際
総

合
病
院
の
院
長
と
し
て
着
任

す
る
予
定
で
あ
る
。

（
足
利
赤
十
字
病
院
名
誉
院

長　

小
松
本　

悟　

54
回
）

良
き
友
・
良
き
恩
師
を
得
る

こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
、
こ

れ
か
ら
の
学
生
生
活
を
充
実

さ
せ
て
ほ
し
い
と
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

終
幕
に
、
感
染
対
策
と
し

て
塾
歌
斉
唱
の
代
わ
り
に
塾

歌
音
声
放
送
が
行
わ
れ
た
。

新
入
生
６
４
６
２
名
の
入
学

を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。

 

（
５
年　

福
尾
佳
奈
）

テ
ィ
ー
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
な
ら
で
は
の
利

点
を
活
か
し
、
想
像
以
上
の

素
晴
ら
し
い
企
画
と
な
っ

た
。
今
年
は
慶
應
義
塾
高
等

学
校
７
名
、
女
子
高
等
学
校

18
名
、
湘
南
藤
沢
高
等
部
20

名
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
20

名
の
合
計
65
名
の
慶
應
義
塾

一
貫
高
校
の
学
生
が
参
加
し

た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
た
ち
か

ら
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
っ
た
」「
将
来
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
考
え
る
上
で
必
要
な

材
料
を
得
ら
れ
た
」「
漠
然

と
し
て
い
た
将
来
像
が
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
は

得
ら
れ
な
い
「
リ
ア
ル
な
お

話
」
は
と
て
も
貴
重
だ
っ

た
」「
今
ま
で
自
分
に
な
か

っ
た
選
択
肢
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
非
常
に
好

意
的
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ

か
っ
た
で
す
。

　

終
了
後
に
は
、
高
校
生
か

ら
「
ネ
ッ
ト
で
は
知
り
得
な

い
体
験
談
を
聞
い
て
自
分
の

将
来
像
が
具
体
化
さ
れ
た
」

「
病
院
以
外
に
も
様
々
な
活

躍
の
場
が
あ
る
と
知
り
視
野

が
広
が
っ
た
」
な
ど
の
声
が

あ
り
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
か

ら
も
「
こ
れ
ま
で
の
人
生
を

振
り
返
る
良
い
き
っ
か
け
と

な
っ
た
」
と
い
っ
た
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
い
た
だ
き
、
運

営
委
員
一
同
感
激
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
開

催
に
あ
た
り
お
力
添
え
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
同
時
に
、
来
年
度
以

降
も
実
り
多
き
会
と
で
き
る

よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

い
た
だ
く
。

　

中
島
大
輔
君
（
整
87
回
）

が
代
表
を
務
め
る
株
式
会
社

グ
レ
ー
ス
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
は

東
京
都
令
和
２
年
度
次
世
代

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
０
、
先
端

医
療
機
器
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ

ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
Ｐ
）
に
採
択
さ
れ
、
今

後
、
最
大
６
億
円
を
得
て
汗

中
乳
酸
測
定
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

デ
バ
イ
ス
の
開
発
を
推
進
予

定
で
あ
る
。

　

八
木
洋
君
（
外
77
回
）
が

代
表
を
務
め
るMatriSurge

株
式
会
社
も
同
じ
く
、
東
京

都
令
和
2
年
度
次
世
代
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
２
０
、
過
去
に
は

先
端
医
療
機
器
ア
ク
セ
ラ
レ

ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｐ
）
に
も
採
択

さ
れ
て
お
り
、
脱
細
胞
化
臓

器
骨
格
を
用
い
た
再
生
医
療

の
実
現
を
推
進
し
て
い
く
。

　

堅
田
侑
作
君
（
眼
89
回
）

が
代
表
を
務
め
る
株
式
会
社

レ
ス
ト
ア
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
同

じ
く
眼
科
の
栗
原
俊
英
君

（
眼
80
相
当
）
を
代
表
と
し

て
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
令
和
３
年
度

　

難
治
性
疾
患
実
用
化
研
究

事
業　

再
生
・
細
胞
医
療
・

遺
伝
子
治
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
採
択
さ
れ
、今
後
、視
覚
再

生
遺
伝
子
治
療
の
臨
床
試
験

の
準
備
を
加
速
し
て
い
る
。

　

支
援
下
さ
っ
て
い
る
各
教

室
に
は
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
社
中

一
丸
と
な
っ
て
、
患
者
だ
け

で
な
く
日
本
経
済
を
救
う
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
育
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
ベ
ン
チ
ャ

ー
協
議
会
で
は
新
会
員
、
そ

し
て
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
支
え

る
協
賛
企
業
を
現
在
募
集
し

て
い
る
。

 

（
坪
田
一
男　

眼
59
回
）

た
。

　

Ｋ
Ａ
Ａ
参
加
者
の
「
後
輩

の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
」

と
い
う
純
粋
な
気
持
ち
で
始

ま
っ
た
Ｋ
Ａ
Ａ
Jr.
と
い
う
企

画
だ
が
、
本
当
に
後
輩
の
役

に
立
つ
素
敵
な
企
画
に
育
っ

て
い
く
と
確
信
し
た
。
今
後

益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
い

る
。


